
 

日本語用論学会第 6回(2003 年度)大会プログラム 

日時 2003 年 12 月 6 日（土） 
会場 神奈川大学・横浜キャンパス 
 〒221-8686 神奈川県横浜市神奈川区六角橘 3-27-1 

TEL 045-481-5661（代表）http://www.kanagwa-u.ac.jp/index1.html  
 
大会受付 9:00～   [16 号館 2階セレストホール入り口前]  

書籍展示 10:00～18:00 [16 号館 2階セレストホール入り口前]  
一般控え室  [11 号館 1階 11-13 教室] 
 

ワークショップ （10:00～12:05） 
1. 10:00～10:25 2. 10:25～10:50  3. 10:50～11:15 4. 11:15～11:40  5. 11:40～12:05 

A室[11 号館 2階 11-21 教室]  「語彙、構文とダイクシスをめぐって」 

      司会 杉本 孝司（大阪外国語大学） 
1. フランス語 sécherの多義性 染谷 聡（早稲田大学大学院） 
2. 「～てくれる」構文に関する「ウチ／ソト」論再考：認知的・語用論的アプローチ 
   澤田 淳（早稲田大学大学院） 
3. 一人称指示における「こちら」の機能と使用条件  金井 勇人（早稲田大学大学院） 
4. 英語の it, this, thatの間の相違について―認知ステイタスに注目して― 
  東 裕美（英国マンチェスター大学大学院） 
 
B室[11 号館 2階 11-23 教室] 「語用論の観点からとらえたコミュニケーションについて」 

                                    司会 林 宅男（桃山学院大学） 
1. 夫婦間のコミュニケーションギャップの一考察  寺田 千恵（神戸大学大学院） 
    岡本 真一郎（愛知学院大学） 
2. 反対意見表明における日本語母語話者と非母語話者の比較―発話データとメールデータの
相違―  薄井 良子（神戸大学大学院） 

3. フレームの移行と包合性：教員会議データからの一考察 内田らら（東京工芸大学（非）） 
4. 精神療法面接 Exchange構造における Abortionと先行発話との関連―Sullivanの面接記録に基

 づいて―        加藤 澄（青森中央学院大学） 
5. Linguistic Marketingの研究―ファッション販売における感性ワード分析― 
        坂本 和子（横浜国立大学大学院） 
 
C室[11 号館 2階 11-24 教室] 「発話と文の意味をめぐって」     

司会 東森 勲（龍谷大学） 
1. 禁止命令の意味を持つ発話行為の日英語の諸相  有光 奈美（獨協大学（非）） 
2. 語用論的能力の発達に関する実証的一考察  小林 正佳（横浜国立大学） 
3. スケール推意の取り消し方について―1次元的スケールから 3次元的スケールまで― 
       澤田 治（早稲田大学大学院） 
4. 日英語の長文分析について   趙 順文（台湾大学） 
5. 目的を表す so that節に現れる can / willの意味  明日 誠一（青山学院大学（非）） 
 

D室[11 号館１階 11-11 教室] 「語用論と行動生態学：言語進化論へ向けて」 

       司会 野澤 元（京都大学大学院） 
1. サルは鳴き声で何を伝えているのか  小田 亮（名古屋工業大学） 
2. 進化から見た発話行為・意味・統語  野澤 元（京都大学大学院） 
3. 「否定」再考：発話行為論の観点から  山嵜 章裕（京都大学大学院） 



E室[11 号館 1階 11-12 教室] 「話し言葉と談話：自然言語処理と語用論のインターフ

ェイス」           司会 岡本 雅史（東京大学） 
1. Webコーパスと国語辞典を用いた書き言葉から話し言葉への言い換え  

 鍜治 伸裕（東京大学大学院）岡本 雅史（東京大学）黒橋 禎夫（東京大学） 
2. 会話の「場」を生み出す一貫性の諸相    

岡本 雅史（東京大学）堀 哲厳（東京大学大学院）黒橋 禎夫（東京大学） 
3. 『日本語話し言葉コーパス』の談話構造タグ付与  
   竹内 和広（通信総合研究所）高梨 克也（通信総合研究所） 
   森本 郁代（通信総合研究所）井佐原 均（通信総合研究所） 
4. 談話を語る／聞く動機とエピソード構造     
   高梨 克也（通信総合研究所）森本 郁代（通信総合研究所） 
   仲本 康一郎（通信総合研究所）井佐原 均（通信総合研究所） 

 
総会 (12:40～12:55) [11 号館 1階 11-11 教室]  司会 田中 廣明 (関西外国語大学） 

1. 会長挨拶  小泉 保 （関西外国語大学） 
2. 事務局長報告 澤田 治美（関西外国語大学） 
3. 編集委員会報告 高原 脩 （関西外国語大学） 
4. 会計報告  田中 廣明（関西外国語大学）        5. その他 

 
研究発表 (13:00～15:30) 

1. 13:00～13: 35 2. 13:35～14:10 3. 14: 20～14:55 4. 14:55～15:30 

A室[11 号館 2階 11-21 教室] 司会 松井 智子（国際基督教大学）   
1.  「やっぱり」広告についての一考察  榊原 愛（大阪大学大学院） 
2.  間投詞と解釈的使用   西川 眞由美（奈良女子大学大学院） 

（10分休憩） 
            司会 内田 聖二（奈良女子大学） 

3. コンテクストへの制約―yetの場合  山田 大介（神奈川大学大学院） 
4.  否定疑問文に対する応答文とその解釈  黒川 尚彦（大阪大学大学院） 

 
B室[11 号館 2階 11-23 教室] 司会 蓮沼 昭子（姫路獨協大学） 

1. 語用化（pragmaticalization）とは何か。～接続助詞「ものの」の用法における通時的考察～ 
      田辺 和子（日本女子大学） 

2.  文末思考動詞「思う」の伝達機能  宇津木 愛子（慶應義塾大学） 
（10分休憩） 

             司会 堀 素子（関西外国語大学） 
3.  義務表現に関与する状況について 長友 俊一郎（関西外国語大学大学院） 
4. 日本語の謝罪の機能―依頼の前置きとしての謝罪― 北 綾子（日本女子大学） 
 
C室[11 号館 1階 11-11 教室]  司会 加藤 重広（富山大学） 

1. 「・・・ではあることはまちがいない」という表現について  
       森 貞（福井工業高等専門学校） 
2. メタ言語否定の談話分析  山田 政通（拓殖大学） 

（10分休憩）  
              司会 西山 佑司（慶應義塾大学） 

3. 存在文の文法性―メンタルスペース理論に基づいて― 大川裕也（大阪大学大学院） 
4. 前提にならない Until節と因果連鎖   出水 孝典（立命館大学） 
 
D室[11 号館 1階 11-12 教室]  司会 三宅 和子（東洋大学）    

1. 対人関係に配慮した「申し出」表現についての一考察  吉成 祐子（神戸大学大学院） 
2. 会話における認識的権威の交渉：終助詞「よ」「ね」の分布と機能について 

  金井 薫（日本女子大学大学院） 



（10分休憩） 
            司会 西村 美和（早稲田大学）  

3. 直接引用とパワー：女性の批判的談話分析 真田 敬子（神戸大学大学院） 
4. パラグラフの一貫性   海寶 康臣（龍谷大学（非）） 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

シンポジウム (15:45～18:10) [16 号館 2階セレストホール] 
 

<< 第 2 言語習得語用論―異文化間語用論の視点から―>> 

 

司会 伊藤 克敏（神奈川大学）  

1. 第二言語語用論の潮流とこれからの英語教育 
     講師 関山 健治（沖縄大学） 

2. ポジティブポライトネスと英語教育 
     講師  村田 和代（龍谷大学） 

3. 英語学習者の個人差と第二言語語用論 
     講師 高橋 里美（立教大学） 

  

コメンテーター 西光 義弘（神戸大学） 

閉会の辞 小泉 保（関西外国語大学）  
 
懇親会（18:30～）（会費 3,000円）（会場：19号館地下 ラックスホール） 
 
  

 



◇ 神奈川大学・横浜キャンパスへの交通手段: 以下のアクセスマップを参照してください。 
〒 221-8686 神奈川県横浜市神奈川区六角橋 3-27-1    TEL. 045-481-5661（代） 
■ 東急東横線白楽駅下車 徒歩 13分  
■ 横浜駅西口バスターミナルから横浜市営バスを利用 
1番乗場 36系統 菅田町または緑車庫行 神奈川大学入口下車  
1番乗場 82系統 八反橋または神大寺入口行 神奈川大学入口下車  
2番乗場 66系統 六角橋・栗田谷循環 横浜駅西口行 神奈川大学前下車 
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◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 
開催校委員：伊藤克敏、彭国躍、岩畑貴弘、岩本典子、平賀正子（立教大学） 
大会実行委員：小泉保、澤田治美、田中廣明、高原脩、児玉徳美、東森勲、山梨正明、林宅男、林礼子、杉本孝

司、内田聖二、西光義弘、金水敏、久保進 
学会事務局：会長 小泉保 〒573-1001 大阪府枚方市中宮東之町 16-1 関西外国語大学澤田治美研究室内
TEL072-805-2801 E-mail: tanaka@kansaigaidai.ac.jp URL: http://www2.justnet.ne.jp/~hiro-tanaka/index.htm 
郵便振替口座 00900-3-130378 口座名:日本語用論学会 
 
 
 
 
 
 


